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日時：2025 年 12 月 04 日（木）　於：八戸プラザホテル　12：30 〜　▶ＳＡＡ　畠山賢次　▶四つのテスト　森トシ子
▶ビジター・ゲスト　米山奨学生 サマー リャン ウェイ エン・八戸 RC 山村和芳　▶撮影　武部一代　

四つのテスト
森トシ子　会員

本日のお食事

会長要件（蛇口和憲　会長）会長要件（蛇口和憲　会長）　　

米山財団地区委員
山村和芳 ( 八戸 RC)　会員

マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ
米谷　恵司

オンライン出席
竹本洋子・髙橋正知 会員

　こんにちは。 今日は 10 年間の中で初の企画で米山奨学生にお越しいただき、卓話をしていただくという
機会をいただきました。 ありがとうございます。あともう一つ、むつロータリークラブの衛生クラブが同時
刻でプラザホテルで例会をやられています。先ほど米谷ガバナーや議長と幹事が来てご挨拶をしていただき
ましたのでご連絡をさせていただきます。
　今日は、我々、国際的な奉仕団体であるロータリークラブが、会員一人ひとりに提供する貴重な「体験」
に焦点を当て、特にその活動の根幹を成す行動規範についてお話しします。
　私たちの活動は非常に多岐にわたります。最も有名なのは、世界からポリオ（小児麻痺）を根絶しようと
いう「ポリオ・プラス」です。その他にも、識字率向上、平和構築、水と衛生の改善、母子の健康支援など、
地域社会から地球規模の課題まで、様々な分野で活動を展開しています。
そのすべての行動と意思決定の指針となっているのが、「四つのテスト」です。

　これは、私たちの考えや、人との関わり、ビジネスの場において、常に自問すべき、シンプルかつ奥深い四つの問いです。
　では、この「四つのテスト」という行動規範は、私たちに三つの重要な「体験」をもたらします。
　「四つのテスト」の最初の二つ、「真実かどうか」と「みんなに公平か」は、私たちが社会人として、高い倫理基準を持つことを促します。私たちは、
この規範があるからこそ、単なるビジネスを超え、信頼と公平性をもって人々のために働くという、深い満足感のある体験を得られます。
　三番目の「好意と友情を深めるか」は、ロータリークラブの人間関係の基盤です。私たちは互いの違いを認め、このテストに基づいて行動
することで、利害関係を超えた真の友情と、世界中に広がる強固なネットワークという、かけがえのない宝物を得るのです。
　最後の「みんなのためになるか」は、私たちの奉仕活動の動機そのものです。ロータリーのすべてのプロジェクトは、このテストに合格す
ることを目指します。私たちは、この体験を通じて、自分が暮らす社会、そして世界がより良い場所になるという、大きな達成感と生きがい
を実感することができます。
　実際、八戸西ロータリークラブでも、八戸三社大祭前夜祭での清掃活動や、青森刑務所の花壇緑花事業、JUMP チームへの支援金贈呈など、
地域社会の活性化と福祉向上に貢献する様々なプログラムを実践しています。これらの活動こそが、私たちが「みんなのためになる」ことを
実感する、貴重な場なのです。
　結論として、ロータリークラブは、「奉仕という行動を通じて、自己成長と世界平和への貢献を同時に実現できる場所」です。
　私たちが目指すのは、単なる例会参加ではなく、「四つのテスト」という確かな指針のもと、行動、友情、そして成長という、かけがえのな
い「体験」を得ることです。この体験こそが、ロータリークラブの存在価値であり、多くの人を魅了し続けている理由です。
ご清聴ありがとうございました。

幹事報告（島浦理　幹事）幹事報告（島浦理　幹事）
　それでは幹事報告をします。
①八戸ロータリークラブから 12 月例会変更のお知らせが届いております。割愛させていただきます。 
② 11 月 14 日に八戸警察署で JUMP チームの支援金贈呈式をやりました。八戸地区少年警察ボランティア
連絡会から 御礼のお手紙が届いております。
③八戸ロータリークラブ創立 70 周年記念式典参加の御礼ということで届いております。
④八戸東ロータリークラブ創立 65 周年記念式典並びに祝賀会の御案内ということで来年度の 2 月 14 日の
土曜日 65 周年記念式典祝賀会があります。65 周年の実行委員長は岩岡隆夫さんです。八戸西ロータリーク
ラブの 10 周年記念式典に八戸東ロータリークラブから 11 名参加され 参加いただきましたのでこちらもそ
れぐらいの参加をお願いいたします。皆様、よろしくお願いします。

⑤八戸西ロータリークラブの例会で 1 月 29 日 12 時半からは八戸市警察署による特殊詐欺対策というテーマーご講話いただきます。南グルー
プ各ロータリークラブにも案内しておりますので皆さんもぜひ参加していただきたいと思っております。
⑥ 12 月 13 日インタークトクラブと西ロータリークラブの会員の方々で 三嶋神社の清掃活動を行います。10 時からスタートということで 
参加できる方は 10 時ちょっと前ぐらいに現地にお集まりいただければと思います。
⑦国際ロータリー第 2830 地区から次年度の地区委員のご推薦のお願いというのが来ております。これはクラブ推薦ということで地区委員と
しては全部でクラブ拡大会員増強委員会とか 17 の委員会があります。これも理事や委員会とかにかけてお話ししたいと思います。
⑧ 10 周年記念式典のときの写真で、林眞琴さんや小畑理事長などと撮った記念写真があります。希望の方は蛇口さんの方に申し出ていただ
ければ 印刷しますということですのでよろしくお願いします。今日はたくさんありました。幹事報告は以上です。

出席報告（紙面報告）出席報告（紙面報告）

会員総数 37名　会場出席　16名　オンライン　2名　出席率　48.6％

その他の委員会（村岡徹弥　青少年委員長）その他の委員会（村岡徹弥　青少年委員長）
　皆さまこんにちは。ちょっとお耳だけ 拝借させていただきたいと思います。今月の 25 日にアクトの翼が開催されるにつきまして、ちょっ
と生徒の方の負担を軽くするために、募金活動をしたいなと思っております。
　13 日に奉仕活動があり、アクトの方々と会うのでその時に渡したいと思います。
　ニコニコボックスのところに、インターアクトと書いてある黄色い封筒を置いています。私も入れました。皆さまにも、無理をなさらない
範囲でちょっと心付けいただければと思います。もしもよければ、ご協力いただければと思います。以上です。
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紙面の都合上、一部省略させていただきました。

米山奨学生紹介（山村地区委員）米山奨学生紹介（山村地区委員）

山村　和芳（八戸 RC）米山地区委員：八戸ロータリークラブ山村です。今日は、米山奨学生サマーさんの同行で参りました。よろしくお願いいたします。
森　トシ子　会　員：本日もよろしくお願い致します。
蛇口　和憲　会　員：サマー リャン ウェイ エンさん　ようこそ八戸西 RC へ。本日はよろしくお願いいたします。
山口　龍介　会　員：サマー リャン ウェイ エンさん　ようこそ！発表を楽しみに来ました。
村岡　徹弥　会　員：本日もよろしくお願いします。
大嶌　泰雅　会　員：サマーさん　本日はようこそ。日本での充実した学びをお祈りしてます。
小林　周子　会　員：今日は米山奨学生のリャンさんをお迎えして卓話をいただきますので、よろしくお願いします。楽しみにしていました。
藤井美保子　会　員：皆さんこんにちは。朝、寒くてビックリです。カゼをひかないように気をつけましょう。
武部　一代　会　員：こんにちは。今日も宜しくお願い致します。
畠山　徳陽　会　員：皆さんこんにちは！本日の卓話、とても楽しみにしてました。米山について少しでも知識を深めればと思います。
鳥谷部雅子　会　員：皆様こんにちは、本日もよろしくお願いします。
畠山　賢次　会　員：本日もよろしくお願いいたします。
小笠原美千代　会　員：本日も最良の日でありますように。
工藤威美子　会　員：感謝
木村　優子　会　員：本日もどうぞよろしくお願い致します。
島浦　理　　会　員：本日もよろしくお願いします。
小笠原信子　会　員：本日もよろしくお願い致します。

ニコニコボックス（紙面報告）ニコニコボックス（紙面報告）

　皆さんこんにちは。地区である米山委員会担当している山村と申します。日頃から八戸ロータリークラブも
大変お世話になっております。ありがとうございます。
　今日は米山記念奨学会の活動の一環として、青森ロータリークラブから奨学生のサマーさんを紹介させていただきます。地区の活動としては、
将来母国と日本の架け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学することを目的として日頃から活動しています。日本でたくさんの研
究や勉強をしたいと願っている奨学生希望の方もまだまだいらっしゃると思います。そのためにもぜひ皆さんからの心温まるご支援、米山奨学
生事業への寄付一人二万円ということで地区の方からも仰せつかってまいりましたので、何卒ご協力の方よろしくお願いいたします。
　今日はこれから米山奨学生のサマーさんに卓話をしていただきます。サマーさんは先ほど何名か名刺をお渡しさせていただいたと思いますが、
マレーシア出身で現在は青森中央学院大学の経営法学部 4 年生で勉学に励んでおり、来年 3 月に学習を修了する予定となっております。世話
クラブの青森ロータリークラブさんの例会や学習事業での交流を通じてロータリー精神を学び、将来国際社会で活躍できるように成長している
ところです。それではサマーさん、準備の方お願いいたします。今日はよろしくお願いいたします。

米山奨学生卓話（サマー リャン ウェン エン さん）米山奨学生卓話（サマー リャン ウェン エン さん）

米山奨学生卓話へのお礼（小林周子　米山財団副委員長）米山奨学生卓話へのお礼（小林周子　米山財団副委員長）

皆さんこんにちは。 マレーシアから来ましたサマーと申します。青森ロータリークラブでお世話になっており
ます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。
本日のテーマは、私の卒業論文のタイトル「行動経済学の視点から金融電子と貯金行動のギャップについて」
です。
その前に、自己紹介や国の紹介もしたいと思っています。まず、私のフルネームはサマー・リャン・ウェイ・
エンです。名字は真ん中のリャンです。名前はサマーとウェイ・エンです。サマーは夏のサマーになります。
そしてここで、なぜ名前が 2 つあるのか考えている人もいると思いますが、後ほど説明したいと思います。
 私はマレーシアの首都クアラルンプール出身です。現在は青森中学院大学の経営法学部に在部中の留学生です。
私は一人の兄がいます。 現在ハマっていることは、読書と動画や写真の編集です。子供の時からずっとミステ
リー小説が大好きで、シャーロック・ホームズの全話を読んでいました。しかし大人になると、自己開発系や
ビジネス系の本を読むことが多くなりました。動画編集については、小学校から動画作りに興味を持っていて、
今までずっとやってきました。現在は写真編集、ポスター作成などにも興味を持っていて、右側のポスターは
友達の卒業リサイタルのために私が撮影したものになります。
次は進路です。残念ながら青森を離れることになりますが、来年から東京に就職する予定です。就職先は不動
産関連の会社で、オフィスナビという会社です。（中略）
　次ぎに、卒業論文に入りたいと思います。さっき言った通りタイトルは「行動経済学の視点から金融電子と
貯金行動のギャップについて」です。この研究では大学生を対象に金融知識の高さと実際の行動の間にどのよ
うな差があるのかを分析しています。たとえ知識があっても貯金できないという人もかなりいますので、それ
を興味があってちょっと研究させていただきました。
　近年ペイペイ、メルペイとかキャッシュレス化や投資の一般化など、個人の金融販売が求める場合が増えて
います。それに伴い若年層への金融教育の重要性が世界的にも高まっているにもかかわらず大学生の中には貯
金の大切さなどを理解していても、実際に貯金しないという人もたくさんいます。このように知っているのに
行動できない現状は行動経済ギャップという知識と行動のギャップとして説明できます。（中略）
　行動バイアスの結果を見ると日本人学生は 投資への恐怖、リスク回避及び不可欠性、知識不足の項目が高い
指標を示しました。これは投資や金融消費に対して慎重で不安を感じやすい傾向があることを意味します。
　一方で外国人学生は過信、楽観バイアス及びコミットメントの利益が高く、将来はもっと貯金できるように
なる。あるいは、リマインダーやサポートがあれば貯金できると感じていることが分かりました。つまり日本
人は慎重的で、リスクを避ける傾向が強く、外国人は将来への楽観や外部サポートへの期待が大きいというこ
とです。
　これからの結果から、大学生の明確的な知識と行動ギャップが存在することが確認されました。多くの学生は直近の必要性を理解しているも
のの、 先延ばしの傾向や確信などの主義的バイアスによって 行動できません。特に、日本人学生は慎重すぎる傾向があり、行動を起こすまで時
間がかかるということが分かりました。まとめると、大学生の金融リテラシーは中低度で、 知識と行動の間にギャップが見れました。日本人学
生はリスク回避的で、外国人学生は将来に 対して楽観的な傾向がありました。
　今後は、調査対象品を拡大し、大学や知識との比較を行いたいと考えています。以上です。ありがとうございました。（質疑省略）

　皆さんこんにちは。 サマーさん、今日は寒い中、まさしく寒波が訪れている中、わざわざ青森からいらし
ていただきました。本当にありがとうございました。今日は貴重な経験のお話をたくさんいただきました。
　まず最初に共感したのはシャーロック・ホームズの本を私も大好きで ほとんど読みました。世代を超えて
読まれている本だなと思って感心しました。
　あと、言語ですね。マレーシアでは多民族のために一緒に、今も出ましたけど「ありがとうございました」

「サンキュー」（スライドの様に） ああいう風に教科書に最初からついているということはとても勉強になる。
これ日本も真似するべきじゃないかと思って日本人って日本語しかできないじゃないですか。だから、なる
ほどなと思って感じたところでした。多言語を勉強するということはとても大切なことでこういうふうに国
際交流というのはやっぱり言語があればスムーズにいくことがたくさんあると思いますのでそこのところは
真似するべきだなと思って見てました。（中略）
　 今日は本当に貴重なお話ありがとうございました。


